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意 

見 

書 

等 

 
（
規
則
） 

議
員
提
出
議
案
第
１
号 

青
森
市
議
会
会
議
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

 

青
森
市
議
会
会
議
規
則
（
平
成
十
七
年
青
森
市
議
会
規
則
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

 

「
第
七
章 

議
員
の
派
遣
（
第
百
六
十
一
条
） 

「
第
七
章 

協
議
又
は
調
整
を
行
う
た
め
の
場
（
第
百
六
十
一
条
） 

目
次
中
、 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

を 

第
八
章 

議
員
の
派
遣
（
第
百
六
十
二
条
） 

 
 

 
 

 
 

 

に
改
め
る
。 

 
 

 
 

第
八
章 

補
則
（
第
百
六
十
二
条
） 
 

」 
 

第
九
章 

補
則
（
第
百
六
十
三
条
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

」 

第
八
章
中
第
百
六
十
二
条
を
第
百
六
十
三
条
と
し
、
同
章
を
第
九
章
と
し
、
第
七
章
中
第
百
六
十
一
条
を
第
百
六
十
二
条
と
し
、
同
章
を
第
八
章

と
し
、
第
六
章
の
次
に
次
の
一
章
を
加
え
る
。 

第
七
章 

協
議
又
は
調
整
を
行
う
た
め
の
場 

（
協
議
又
は
調
整
を
行
う
た
め
の
場
） 

 

第
百
六
十
一
条 

法
第
百
条
第
十
二
項
の
規
定
に
よ
る
議
案
の
審
査
又
は
議
会
の
運
営
に
関
し
協
議
又
は
調
整
を
行
う
た
め
の
場
（
以
下
「
協
議 

等
の
場
」
と
い
う
。
）
を
別
表
の
と
お
り
設
け
る
。 

 

２ 

前
項
で
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
協
議
等
の
場
を
臨
時
に
設
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
議
会
の
議
決
で
こ
れ
を
決
定
す
る
。 

 

３ 

前
項
の
規
定
に
よ
り
、
協
議
等
の
場
を
設
け
る
に
当
た
っ
て
は
、
名
称
、
目
的
、
構
成
員
、
招
集
権
者
及
び
期
間
を
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。 

 

４ 

協
議
等
の
場
の
運
営
そ
の
他
必
要
な
事
項
は
、
議
長
が
別
に
定
め
る
。 
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附
則
の
次
に
次
の
別
表
を
加
え
る
。 

別
表
（
第
百
六
十
一
条
関
係
） 

 

附 

則 

（
施
行
期
日
） 

常
任
委
員
協
議
会 

全
員
協
議
会 

各
派
代
表
者
会
議 

名 
 

称 

議
会
活
動
の
活
発
化
を
図
る
た
め
、
青
森
市

議
会
委
員
会
条
例
（
平
成
17
年
条
例
第
231

号
）
第
２
条
各
号
に
掲
げ
る
常
任
委
員
会
（
以

下
「
各
常
任
委
員
会
」
と
い
う
。
）
の
所
管
事

項
等
に
つ
い
て
協
議
を
行
う 

議
会
の
円
滑
か
つ
合
理
的
な
運
営
を
図
る
た

め
、
市
政
に
関
す
る
重
要
な
事
項
等
の
協
議

を
行
う 

議
会
運
営
の
充
実
を
図
る
た
め
必
要
な
事
項

等
に
つ
い
て
協
議
又
は
調
整
を
行
う
と
と
も

に
、
市
政
に
関
す
る
重
要
な
事
項
等
に
つ
い

て
報
告
を
受
け
、
協
議
を
行
う 

目 
 

的 

各
常
任
委
員
会
の
委
員 

全
議
員 

議
長
、
副
議
長
及
び
各
会
派
（
会
派
と
は
、

所
属
議
員
３
人
以
上
で
結
成
さ
れ
た
も
の

を
い
う
。
）
の
代
表
者 

構
成
員 

各
常
任
委
員
協
議
会
の
委

員
長 

議
長 

議
長 

招
集
権
者 
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こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～ 

◇ 

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～ 

提
案
理
由 

 

地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
所
要
の
改
正
を
す
る
た
め
、
提
案
す
る
も
の
で
あ
る
。 

  

（
条
例
） 

議
員
提
出
議
案
第
五
号 

 
 

 

青
森
市
議
会
政
務
調
査
費
の
交
付
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

  

青
森
市
議
会
政
務
調
査
費
の
交
付
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
七
年
青
森
市
条
例
第
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

第
一
条
中
「
、
議
会
に
お
け
る
会
派
及
び
会
派
に
属
さ
な
い
議
員
に
対
し
」
を
削
る
。 

 

第
二
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

（
交
付
対
象
） 

第
二
条 

政
務
調
査
費
の
交
付
対
象
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
い
ず
れ
か
と
す
る
。 

一 

青
森
市
議
会
に
お
け
る
会
派
（
以
下
「
会
派
」
と
い
う
。
） 

 

二 

会
派
に
属
す
る
議
員
の
全
て
が
議
員
個
人
に
対
す
る
政
務
調
査
費
の
交
付
を
希
望
す
る
場
合
に
お
け
る
当
該
議
員(

以
下｢

個
人
交
付
議
員｣

と
い
う
。)

 

 

三 

会
派
に
属
さ
な
い
議
員
（
以
下
「
無
所
属
議
員
」
と
い
う
。
） 

２ 

前
項
第
二
号
の
会
派
は
、
会
派
に
対
す
る
政
務
調
査
費
の
交
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。 

 

第
四
条
第
二
項
中
「
結
成
さ
れ
た
会
派
」
の
下
に
「
又
は
会
派
に
対
す
る
政
務
調
査
費
の
交
付
を
受
け
る
こ
と
と
な
っ
た
会
派
」
を
、
「
結
成
さ
れ
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た
日
」
の
下
に
「
又
は
交
付
を
受
け
る
こ
と
と
な
っ
た
日
」
を
加
え
、
「
会
派
結
成
の
日
」
を
「
結
成
さ
れ
た
日
又
は
交
付
を
受
け
る
こ
と
と
な
っ

た
日
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
解
散
が
あ
っ
た
場
合
」
を
「
解
散
若
し
く
は
会
派
の
解
散
が
あ
っ
た
場
合
又
は
当
該
会
派
が
第
二
条
第
二
項

に
該
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
場
合
」
に
改
め
る
。 

第
五
条
の
見
出
し
、
同
条
第
一
項
及
び
同
条
第
二
項
中
「
無
所
属
議
員
」
を
「
個
人
交
付
議
員
又
は
無
所
属
議
員
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中 

 
 

 

「
、
議
会
の
解
散
」
を｢

若
し
く
は
議
会
の
解
散
に
よ
り
個
人
交
付
議
員
若
し
く
は
無
所
属
議
員
で
な
く
な
っ
た
場
合｣

に
改
め
る
。 

第
六
条
第
一
項
中
「
会
派
の
代
表
者
」
の
下
に
「
並
び
に
個
人
交
付
議
員
」
を
加
え
、
同
条
第
五
項
中
「
前
四
項
」
を
「
前
五
項
」
に
改
め
同
項

を
同
条
第
六
項
と
し
、
同
条
第
四
項
を
同
条
第
五
項
と
し
、
同
条
第
三
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。 

４ 

会
派
の
代
表
者
は
、
政
務
調
査
費
の
交
付
対
象
を
変
更
す
る
と
き
は
、
市
長
に
対
し
、
変
更
の
届
出
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

第
七
条
及
び
第
八
条
第
一
項
中
「
会
派
の
代
表
者
」
の
下
に
「
、
個
人
交
付
議
員
」
を
加
え
る
。 

 

第
九
条
中
「
会
派
」
の
下
に
「
並
び
に
個
人
交
付
議
員
」
を
加
え
、
「
政
務
調
査
費
を
」
の
下
に
「
議
長
が
」
を
加
え
る
。 

 

 

第
十
条
中｢

会
派｣

の
下
に｢

（
当
該
会
派
が
政
務
調
査
費
の
交
付
対
象
と
な
る
も
の
に
限
る
。)

｣

を
加
え
る
。 

 

第
十
一
条
第
一
項
中
「
会
派
の
代
表
者
」
の
下
に
「
、
個
人
交
付
議
員
」
を
加
え
、
同
条
第
三
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

３ 

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
に
は
、
当
該
会
派
の
代
表
者
で
あ
っ
た
者
、
当
該
個
人
交
付
議
員
又
は
当
該
無
所
属

議
員
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
日
ま
で
に
収
支
報
告
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

政
務
調
査
費
の
交
付
を
受
け
た
会
派
が
解
散
し
、
又
は
政
務
調
査
費
の
交
付
対
象
を
変
更
し
た
場
合 

会
派
の
解
散
又
は
交
付
対
象
の
変
更

の
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
の
末
日 

二 

政
務
調
査
費
の
交
付
を
受
け
た
個
人
交
付
議
員
又
は
無
所
属
議
員
が
他
の
政
務
調
査
費
の
交
付
を
受
け
る
会
派
に
異
動
し
た
場
合 

他
の
会

派
に
異
動
し
た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
の
末
日 

 

第
十
五
条
を
第
十
六
条
と
す
る
。 

第
十
四
条
中
「
収
支
報
告
書
」
の
下
に
「
及
び
第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
提
出
さ
れ
た
領
収
書
の
写
し
等
」
を
加
え
、
「
十
年
」
を
「
五
年
」

に
改
め
、
同
条
を
第
十
五
条
と
す
る
。 
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第
十
三
条
中
「
会
派
又
は
」
の
下
に
「
個
人
交
付
議
員
若
し
く
は
」
を
加
え
、
「
こ
と
が
で
き
る
」
を
「
も
の
と
す
る
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
四

条
と
す
る
。 

第
十
二
条
中
「
前
条
」
を
「
前
二
条
」
に
改
め
、
「
収
支
報
告
書
」
の
下
に
「
及
び
領
収
書
の
写
し
等
」
を
加
え
、
同
条
を
第
十
三
条
と
す
る
。 

第
十
一
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。 

（
領
収
書
の
写
し
等
の
提
出
） 

第
十
二
条 

政
務
調
査
費
の
交
付
を
受
け
た
会
派
の
代
表
者
、
個
人
交
付
議
員
及
び
無
所
属
議
員
は
、
収
支
報
告
書
の
ほ
か
、
政
務
調
査
費
の
支
出

に
係
る
領
収
書
の
写
し
、
会
計
帳
簿
の
写
し
そ
の
他
支
出
を
証
す
る
書
類
の
写
し
（
以
下｢

領
収
書
の
写
し
等｣

と
い
う
。
）
を
議
長
に
提
出
す
る
も

の
と
す
る
。 

２ 

前
項
の
規
定
に
よ
る
提
出
は
、
前
条
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
収
支
報
告
書
の
提
出
と
同
時
に
行
う
も
の
と
す
る
。 

  
 

 

附 

則 

（
施
行
期
日
） 

 

１ 

こ
の
条
例
は
、
平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

（
経
過
措
置
） 

２ 

こ
の
条
例
に
よ
る
改
正
後
の
青
森
市
政
務
調
査
費
の
交
付
に
関
す
る
条
例
第
十
一
条
及
び
第
十
二
条
の
規
定
は
、
こ
の
条
例
の
施
行
の
日
（
以

下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
以
後
に
交
付
さ
れ
る
政
務
調
査
費
に
係
る
収
入
及
び
支
出
の
報
告
書
並
び
に
当
該
支
出
を
証
す
る
書
類
の
提
出
に
つ
い

て
適
用
し
、
施
行
日
前
に
交
付
さ
れ
た
政
務
調
査
費
に
係
る
収
入
及
び
支
出
の
報
告
書
の
提
出
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。 

  
 

 
 

 

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～ 

◇ 

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～ 

 

提
案
理
由 
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政
務
調
査
費
の
透
明
性
の
向
上
を
図
る
た
め
、
提
案
す
る
も
の
で
あ
る
。 

  

（
指
定
） 

議
員
提
出
議
案
第
六
号 

地
方
自
治
法
第
百
八
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
市
長
の
専
決
処
分
事
項
の
指
定
に
つ
い
て
の
一
部
改
正
に
つ
い
て 

  

地
方
自
治
法
第
百
八
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
市
長
の
専
決
処
分
事
項
の
指
定
に
つ
い
て
（
平
成
十
七
年
四
月
十
四
日
指
定
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
し
、
平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 

第
六
号
を
第
八
号
と
し
、
第
五
号
中
「
百
五
十
万
円
」
を
「
三
百
万
円
」
に
改
め
、
「
係
る
も
の
」
の
下
に
「
（
訴
訟
及
び
調
停
に
係
る
も
の
を
除

く
。
）
」
を
加
え
、
同
号
を
第
七
号
と
し
、
第
四
号
中
「
百
五
十
万
円
」
を
「
三
百
万
円
」
に
改
め
、
同
号
を
第
五
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
一
号

を
加
え
る
。 

 

六 

訴
訟
に
係
る
法
第
九
十
六
条
第
一
項
第
十
二
号
の
規
定
に
よ
る
和
解
及
び
同
号
の
規
定
に
よ
る
調
停
の
成
立
で
、
一
件
の
訴
訟
物
の
価
額
又

は
申
立
価
額
（
元
本
に
限
る
。
）
が
三
百
万
円
未
満
の
も
の
及
び
不
動
産
の
明
渡
し
に
係
る
も
の 

 

第
三
号
を
第
四
号
と
し
、
第
二
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。 

 

三 

法
第
九
十
六
条
第
一
項
第
十
二
号
の
規
定
に
よ
る
訴
え
の
提
起
及
び
調
停
の
申
立
て
で
、
一
件
の
訴
訟
物
の
価
額
又
は
申
立
価
額
（
元
本
に

限
る
。
）
が
三
百
万
円
未
満
の
も
の
及
び
不
動
産
の
明
渡
し
に
係
る
も
の 

 

平
成
二
十
一
年
三
月
二
十
五
日 

青 

森 

市 

議 

会 
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～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～ 

◇ 

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～ 

 
提
案
理
由 

 

地
方
自
治
法
第
百
八
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
市
長
の
専
決
処
分
事
項
を
改
正
す
る
た
め
、
提
案
す
る
も
の
で
あ
る
。 

 


